國史 硏究會 編輯 岩波 講座 日 本 歷 史 


平安朝の 女流 日記 文學  吉澤義 則 


岩 波 書 


店 


Digitized  by  the  Internet  Archive 
University  of  Toronto 


http://www.archive.org/details/heianchnojorynikOOyosh 


平安朝の 女流 日記 文學 ，，，  J 口 澤 


則 


蜻蛉 日記 …… 

和 泉 式部 日記： 

紫 式部 日記：.. 

更級 日記 …… 

成 尋阿闍 梨 母 集 

讃岐 典侍 日記： 


こ 、 に 云 ふ 日記 文 學とは 史家の 以て 史實の 資料と する 宮廷と か官廳 とか、 若しくは 諸 〔承の 北ハの n くの 干支 晴せ 

公事、 年中行事 等の 記錄を 指す もので はない。 此 等の R 錄 は故實 先例 を 尊 ffi する 時代 意識から 忠實 に記錄 され、 保お 

された もので あり、 諸家の 所謂 家 記 は、 家 を 重んじる 事から やがて 他兑を 禁じ、 祕藏 した ものである。 屮右記 や 今 鏡 

等に 云 ふ 「日記 あ」 「にきの 家」 と は 全く、 有職 故實の 家柄 を 指す もので、 先例に よる 儀式 典禮 が、 政務の 殆ど 全部で 

あった 當 代に 於て は廷 121 中 甚だ 重んぜられた ものである C 卽ち此 等の 記錄 (日記) は その 製作 動機が、 ある 外部 的の 

H 的に 在る 爲に、 巨細に 記述され て、 全く 事務的な 覺書ゃ 備忘 錄に 終り、 無味乾燥 なのが 多 いのも やむ を^まい。 乂、 

其の 筆 錄者は 男子で あるから 所謂 「男文字」 なる 漢字で ま曰 かれて ゐる事 は 云 ふまで もない C 今 こ、 に：. ムふ 女流 R: 記 文 

攀は、 勿論 「女文字」 なる 假名 文で、 旣に 假名 を自. S に驅 使し 得る までに 至った 女性が、 それ を 川 ひて、 nrtK 體驗 

を囘 顧し 批判す る 事に よって 生じた やむ にや まれぬ^ 現 欲から ものした 切實 なる 人^記 錄 であって、 それだけ 倘 性的 

であり、 乂、 文擧 と名づ けられる 所以の ものである- 從 つて 作者 自身に 就いて 云へば、 その 執筆 期 は、 巾、 老年 期で- 

自己の 體驗 の囘 頸で あり、 吿白 である だけに S 心 索 的 傾向 を 持ち 、 そこに 作者の 精祌 生活 を 求め る^が 可能で あると 思 

ふ。 筆者が 女 41 吡日 記 文 攀を通 し 一 』 女流 生活 を兑る 事に 道き を 置かう とする の もこ \ に その 现. H が ある。 同時に 自己 の 
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4 體驗 がその 對象 となる ので あるから 空想的 分子が 少く、  a つ 時 問 的 順序の 制約 も 受けて 敍述 されねば ならない。 この 

點 歴史との 關係も 見られる ので あるが、 資料と しての 惯 値の 高 使 は文舉 としての それと は 反比例し なければ ならない。 

以下 論じよう とする 女流 日記 文舉 作品の 中の ものが、 現存す る 假名 文の 日記 文舉の 最初の もので なく、 貫 之の 土 佐 

口 記 を 以て 始まる ので あるが 本題 下に 於て は、 この 曰 記 は、 勿論 「いぬ ほし」 「篁 日記」 「高 光 日記」 等 SR 子の 手に な 

る 作品に は觸れ ない。 尙又、 日記と 家集、 歌 物語との 關係は 非常に 密接で、 篁 日記が 篁 集と も、 篁 物語と も、 ^勢 梨 

が 伊勢 日記、 和 泉 式部 日記が 和 泉 式部 物語、 伊勢 物語 及び、 多武 峯少將 物語、 平 仲 物語が 夫々、 在 五 中將 ：= 記、 .M 光 

n 記、 平 仲 n 記、 夷 文 日記と 呼ばれて ゐ るの はこの 間の 消息 を 語る ものであって、 この 三者の 關係は 興味 ある 問題で 

あり、 また 伊勢 集より 筆 を 起すべき もので あらう が 頁數の 都合 も あるから、 齊 く在來 女流の 日記 文舉 として 取扱 はれ 

て 来た 主な 作品に 限って 簡單に 紹介して 見ようと 思 ふ。 

蜻：^ 日記 

三條 太政大 1& 兼 家の 窒、 右 大將道 綱の 母の 著で、 大鏡卷 五太 政 大ほ兼 家の 條に、 

次郞 おは、 陸 奧守倫 寧ぬ しの 女の 腹に おはせ し 君な り。 道 綱と 聞え し。 大納言まで なりて 右 大將を かけた まへ りき。 

この 母君、 き はめた る 和歌の 上手に おはしければ、 この 殿の 通 はせ 給 ひける ほどの 審、 歌な ど 寄き 集めて、 がげ ろ 

ふの 日記と づけて 世に 廣め 給へ り。 

と 見えて ゐる。 流布本 は 三 卷三冊 (g 職 針 I) 又は、 八 冊 (I ま) である。 此等は 他の 無刊記 本と 共に 皆 同-一 板 本に よった 


ものである。 日記の 名稱は 上卷の 終りに、 

なほ 物 はかなき を 思へば、 あるかな きかの 心地 ぞ する。 かげろ ふの 日記と いふべ し。 

に 由った ものである。 從 つて、 作者 自身が 附け たものと 見るべき であらう。 また、 かげろ ふに 就いては、 ^餘 とする 

說も あるが 尙 陽炎と 解すべき であらう。 

作者の 父 倫 寧 は、 河內、 伊勢、 丹 波、 陸 奥 守 等に 任ぜられ (S? 據； J 鏡)、 兄弟の 一 人 長 能 は 伊勢 守 (isj となり、 

有名な 歌人で 長 能 集を殘 し、 能 因 法師 は その 弟子と 云 はれる。 更級曰 記の 作者の 母 もまた この 妹で ある。 從 つて、 作 

者 は 先天的に 藝術的 素質に 惠 まれて ゐ たとい ふべ く、 長 能の 如き は 藝術的 良心 最も 强く、 その 詠歌 を 公任に 批難 せら 

れて 悶死した と 云 はれ、 更級& 記の 著者 も、 讃岐 典侍 もこの 家より 出て ゐる。 この 系譜 を 尊卑 分脈 その他から 要 出す 

ると 
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m 綱の 母 は、 名 は W より 記 も 全く 不明で ある。 生年 も 兼 家の 通 ひ 初めた 天 曆八 年に (go 彼が 二十 六歲 であった 

事から 推して 當時 を假に 二十歳 前後と 推定し、 その 誕生 を 承 平 五、 六 年と する 以外に 手懸 りが なく、 歿年 は長德 元た や 

1.;:; 月 二  n であるら しい 事 は、 小 右 記の 翌ー 一年 五月 二日の 條に、 

新屮納 Ik 道 綱 亡母 周忌 法事 

と あるに よって 略-、 知られる のみで ある C 百 人  一 =11：： 一  夕 話、 類聚 名物 考の 記載 もこの 曰 記の 範阁を 出る もので はない、 

道 綱が 作者の 實子 である 事 は 日記の 語る 所で あるが、 或は 兼 家の S 男 si)、 三男 (5 瞎) とし 或は 一 男 (siii)、 一 一男 

(gf さ とする が、 矢 張 前 揭大鏡 の 說が 安當 である。 その 幼時の 性格 はこの 日記に よ く兑 えて ゐ るし、 緩 古事 談 にある" 

後 一條 天皇の 御 幼時に、 帝に ぉ勸 めして 金 を 砂上に 撒き、 それ を 懐中に して つた 話な ども 知られて ゐる。 

日記の 記事 は、 天 曆八年 秋、 兼 家 ニ卞六 歳の 頃 通 ひ 初めた 當 時の 和歌 贈答の 事に 筆 をお こして ある。 翌九 年、 一子 

道 綱の 誕生 を兑 るので あるが、 早く も 兼 家の 愛 は 薄くな り、 そこに 作者の 澳惱と 嫉妬に 滿 ちた 愛憎の 生活が あり、 H 取 

後に 母と して 子へ の 愛に 目覺 めて ゆく 切實な 人生が 吿 白され、 描かれて ゐる C そして：. K 延ニハ 兼 (¥ の E: 十六 歳 ：9 に 終 

る 約 二十 一年 問に 及んで ゐ るが、 旣に 述べた 如く、 女流 日記 は その 日く に 寄 かれた もので なく、 寧ろ 自分の 歩んで 

來 た-近 を： i; 顧し 凝視す るに よって、 思 ひに あまつ た 事 を 筆に した ものであるから、 時に より 處 により 記述 に 精^ の あ 

る は當然 であらう C 記事 中、 天德ニ 年、 四 年、 應和 元年の 三年 間が 闕 けて ゐ るが、 この 现. ffi を 兼 家の 父 九 條師輔 薨去 

の爲、 作者と 兼 家との 交涉の 少なかった 事に 置く 說 (isiiss) が あるが、 直ちに 首肯し 得ない。 乂： 大綠 二、 三年の 

記述が 最も 詳細で あるから、 まづ この頃 起筆した もの かと も 推定され るが、 或は 更級 日記の 如く、 記 15^ の 終った 天延 


一 一年 以後に 筆 を 執った ものである かも 知れない。 とまれ 日記の 書 出しの 部分から 兒て、 これ を 公に せんとす る 意 n の 

あった 事 は 充分 推測され る C 

長 能 は 歌人と して 餘 りに 有名で あるが、 道 綱の 母 も 亦 當時旣 に 知られた 歌人であって、 寛 和 一 一年の 內裏 歌會に 出席 

し (I 聽 |1聽錄)、 淸少納 言 さ へ そ の 著 枕 草子 に 、 

まだ をのと (前 田家 ふのと) の 母上 こそ は、 普 門 寺と いふ 所に、 八講 しける をき \ て、 またの 日、 小 野 殿に 人々 あ 

つまりて、 あそびし、 文つ くりけ るに、 

たき こる 事 はきの ふに つきに し をけ ふ は 斧の 柄 こ S にくた さむ 

とよみ 給 ひけん こそめ でた けれ。 

&の IsiDlslsi? 籠 g 附) と 云 ひ、 前 揭の大 鏡に も 「この君纩^^がだハ.-和歌の上手にぉはしければ」 と 云 ふ。 又 後世 

如何に 歌人 間に 敬慕され たかは、 寛 和 二 年の 內裏 歌會 C 郭公の 歌が、 淸輔の 袋 草紙 卷 三に、 ザ、 之、 公忠、 翁 盛、 |£^方 

の 歌と 共に 「郭公 秀歌に 五 首な り」 と 推稱し 後世の 範 として ゐる 事で も 知られよう。 勒撰 集に 收 めら れた歌 數も少 く 

なく、 作者 部類に よると 拾 遣 集 以下 新 千載 集まで 三十 九 首で ある" 作者が 貞節に して 才 €3 兼備な 婦人であった 事 は CI 

記 自身の 示す ところで あるが、 また 尊卑 分脈に 「本朝 第一 美人 三人 內也」 と あるの は、 後世の ii 說 にしても、 ^HI?i 

天祿 元年 大嘗會 の 御藤 見物 の條 に、 

これ やかれ や、 いでな ほ 人に すぐれ 給へ り、 よし あな あたらし などい ふめり。 

7 と 兌え てゐる 事より、 唯胺說 とのみ は 云 はれまい。 

蜻 絵日記 
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作者の 夫 兼 家の 事 は、 今更 こ、 に 論じる 要はない が、 唯 この 日記に は 道 綱の 母に 通 ひ 初めた 二十 六 歳 頃より 二十 一 一 

年間の 彼が 描かれて ゐ るので あって、 こ \ に 見る 彼 は、 史實に 現れた 血も淚 もない 攝關爭 奪の 權 化の 彼と は 全く 異っー 

て ゐる事 だけ は 言 はなければ ならない と 思 ふ。 貴公子に 有 勝な 一 本氣の 激情 や、 氣 まぐれな 我儘と 好色 さが あると 同一 

時に、 父と して 子への 愛 も、 男と して 女に 對 する 情の 脆ろ さ 等 も 窺 はれて、 人問兼家の姿がぁるがま^に^3|されてゐ： 

る。  -  i 

王朝 時代の 結婚 制度 それ 自身に 孕まれて ゐる 矛盾に 就いては 言 はす もがな であるが、 認められて ゐた 一 夫 多妻の 制 一 

度 は si- が 權カを 得る 爲の 必然の 產 物で^ もあって、 その 結果、 權 門出の 妻に 男の 愛の 移る のも乂 やむ を 得ない 事で あ 一 

る。  j 

兼 家に は 幾多の 妻が あった。 明かな もの だけで も、 道隆、 道 兼、 道 長、 超 子、 詮子を 生んだ 攝津守 藤 原 仲 正の 女 一 

尙侍綏 子の 母で ある 故 皇太后 權 大夫國 章の 女 (iijggg) 及び 源 宰相 兼忠の 女が あり、 日記 天 二 年、 榮華物 一 

語 花山卷 によって 小 野 {30 實賴の 召 人 近 江、 超 子の 女房 大輔に 通った 事 も 知られる し、 他に も 二三 推測され る ものが あ 「 

る 0  -  一 

僅かに 一 國守倫 寧の 女に して、 且つ、 兼 家と は 全く 相反した 內氣 な、 その 癖氣の 勝った 道 綱の 母の 家庭生活の 煩悶 一 

が、 こ&に 由来す るの は 當 然と 言 はなければ ならない。  ； 

以下 道 綱の 母の 歩んだ 道 を概觀 して 見よう。 天曆八 年、 貴公子 兼 家との 間に 成立した 戀 愛から 結婚への 生活 は、 彼 

女 をして 新しい 人生の 夢に 醉 はしめ たが、 翌九年 八月 道 綱 さへ 儲ける に 至った その 頃、 早く も 兼 家の 不在 中に 箱の 中 
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から 翁 家が 他の 女に 宛て た 凝 想 文 を 見出 でて、 はっきり と 裏切ら れてゐ た 事 を 知る ので ある。 裏切られた 戀 愛の 苦惱 

はこ、 に 芽生え、 心の底 深く 根 を 張って 行く ので ある。 若く、 それだけ 純な 作者 は 愛する 故の 憎しみと 片意地と 嫉妬 

から、 人 をして 兼 家の 後 をつ けさせて 町の 女の 家を發 見させたり、 或 時 は 兼 家の 來訪 である 事 を 知りつ、 も 意地から 

門 を も 開けす、 男 を歸ら せて 後、 淋し さに 遣瀨 なく、 

歎きつ &獨 りぬ る 夜の あくる 間 は 如何に 久しき ものと か は 知る。 

の 歌 を 贈らす に は ゐられ なかったり、 町の 女と 兼 家の 絕 えた 事 を 聞いて 自分の 身に つまされて 同情 を訴 へたり する。 

しかも 町の 女の 男の子の 生產 にあら はな 嫉妬 を 感じ、 その子の 死 を 聞いて 溜飮を 下げたり して ゐ るが、 旣に 人の子の 

母と なって ゐる 彼女 は、 片言 雜 りに 物言 ふ 様になった 道 綱 (天 德ニ年 逍綱四 歳) に 無意識ながら 人間性に 觸れ たもの を 

感じたり、 自分の 周圍の 自然に 目 を 向ける 様になって、 夕暮の 蜩の聲 にも、 薄の そよ ぎに も そっと 心 を 沈ませる 酸に 

なって 來てゐ る。 天德 三、 四 年、 應和 元年 は闕 けて ゐる。 應和 三年 正月 三日 兼 家が 昇殿 を 許された 事 も、 この 作者の 

心 を 動かさなかった。 康保 元年 母の 死に 逢った 作者 は、 道 綱と 共に 山寺に 籠^ 母の 追憶に 耽った 事 も あり、 讓も可 

成 親切に 訪れて ゐ る。 同 二 年に は賴 もしき 人 (父と も 姉と も 云 ふ) が任國 下向して ゐる。 此等 骨肉との 死別 生刖は 可 

成 切實な もの を 彼女に 感ぜし めた 事と 思 はれる。 康保 三年 頃より、 殊に 天祿 よりの 記事 は、 女性と して、 又 妻と して、 

戀人 であり 夫で ある 兼 家に 對 して、 三十 を 過ぎた 作者の 複雜な 心理 描寫が 見え、 記事 も 精密で ある。 崎 蛤 日記の 主耍 

部分 はこの 邊 にある やうで ある。 兼 家の 胸に 取り 鎚 つて、 思 ふ：！^ 分 泣か まほし きまで 思 ひつ、 も、 兼 家に 逢/ば 心に 

もな く 反抗す る。 背かれ、 偽られ、 飜 弄されて ゐ るの だと 思 ふ 心が 勃然として 起り、 兼 家が、 優しい 言葉 を 掛ける と 

蜻鈴 日記 
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益" 反抗した くなる。 常に 「あさましき 入」、 「絶えに し 人」、 「音な き 人」、 「ことたえ たる 人」 と怨ん である。 贝の愛 

を獨 占し 得ない 不安と 焦慮と で 一 杯な ので ある" 塊惱の 極、 安和 元年 初瀨諧 をす る。 昔は佛 いぢり をす る 人 を 「まさ 

り 額な、 さる 者ぞ やもめになる て ふ」 など、 非難した 彼女が 今や 「もどき し 心 は いづち 行きけ む」 と 反^して 何 か 超 

人 問 的な 力に 賴 らうと する 心的 變化は 注意すべき であらう C 前年 兵衞 作なる 人 法師に なり、 作^と 「文 かよ はしな ど 

する」 ほどの 屮 だった その 妻が 亦 尼に なり、 安和 二 年に は西宫 左大臣が 流罪に 處 せられる、」 此 等の 事柄 は 可成 作者の 

心に 響いて ゐる。 この 年 水無月、 兼 家が 十五 歳の 道 綱 を 伴れ て 御嶽 詣 をす るが、 その 留守中、 近 綱の 安ス： をのみ ひた 

すら 氣遣ふ 彼女 は、 旣に 夫より 子へ の 愛に 目覺 めて 来て ゐる寨 を 明かに 思 はせ すに は 措かない C 天祿 元年 六月 辛 崎に 

旅 をす る。 八月 道 綱の 元服に は、 死なん、 さま を かへんと 願った 怨み も 忘れて、 嬉々 として 兼 家と 共に その 仕度 をす 

る。 このた 牛の 記事 は充實 して ゐ るし、 作者の 心境 も複雜 である。 物 詣ゃ參 籠の 場合と は 云へ、 作者 獨 自然 鑑賞と 

その 描 {ぉ が兑 られ る。 天 祿ニ年 六月 鳴 瀧に 籠った の は、 只單に 表面に 表れた 兼 家へ の 反抗の 爲と ばかり は 云 ひ 5:: まい。 

この 前後より 作者の 心境 は餘程 信仰的な ものに 傾いて ゐる C 頭 を 剃った 夢、 胎 に 蛇が ゐて .1: 臌 を 食 ベ たり す る 夢、 

等 暗示 的な 夢 を た" 之 等 は 深く 作^の 關心を 把へ、 死に 對 する 考 へな ども 述べられて ゐる。 かくして 兼 家に 對 して 

も； 三者の 目 を 以て 對 する 様になり、 兼 家の 妻妾の 一 人で ある 兼忠の 女の 股に 屮：； 來た子 を 養女と し、 その 養育に 碎心 

する までの ゆとり ある 氣持 になって 來てゐ る。 

天延 元年 頃より 記事 漸く 疎に なり、 客觀 的に 世上の 出来事 を 記し、 翌ニ年 十一月 道 綱が 臨時の 祭の 舞 人と なった の 

を 母ら しい 誇りと 喜び を 以て 兌 物し、 この 暮で m 記 は 終って ゐる。 
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以上が この 曰 記の 概括 的 素描で あるが、 猶 この 口 記の 唯一 の註釋 書た る 坂 徴の螗 ^ 曰 記 解 環 (針 MIg) にあ げられ た 

年 立を參 照す るの が 便利で ある。 先頃の 全譯 王朝 文學 叢書 中に 通 釋が牧 めて ある。  • 

ー體 この 日記 は 錯簡、 誤 脫が甚 しく、 且つ 難解な 所 も 多い 爲、 意味の 全く 不明な 所が あり、 义旣に 述べる 如く 流布 

本 系 就 以外の ものがなくて、 現在に 於て は その 誤證を 訂正し 得ない ので あるが、 r てれに も拘ら す 我々 の 心 を强く 打つ 

の は、 この 日記が 王朝に 生きた 一女 性の 妻、 母と しての 苦惱の 實歷史 であると M 時に、 乂 この 時代の 凡ての 女性の： て 

れ であるから である。 要するに 作者 は、 この 世の 矛盾と 苦惱 に藻搔 きつ、 も、 猶 飽くまで 人^に 執し、 それ を 1： お ふ 現 

世 主義者であった。 されば こそ 山に 入っても 安住し 切れす、 あまが へる の 名 を 甘受して 現實 生活に 立歸 り、 そこに：^ 

なる. E 分 を：： 出し、 その 胸より 湧く 子へ の 愛に よって 先づ 0 分 自身 を 救って 行った ので ある。 この 精神 こそ また 彼女 

の 藝術的 天分と 相俟って、 靖蛤 日記なる 秀れた 作品の 母胎 をな す ものであると 思 ふ C 

和 泉 式部 日記 

この 日記 ー卷 は、 第三 人稱で 書かれて ゐ る爲、 和 泉 式部 物語と も 呼ばれ、 作者に 就いても 疑 はれる ので は あるが、 

色々 の點 から 和 泉 式部の 著作と 兑 なければ なるまい G 

この 口 記 は 

人の 身 も戀に はか へ つ 夏虫の あら はに 恢； ゆと 見えぬ ばかり ぞ 

と 歌った 不覊 奔放の 情熱 歌人 和 泉 式部が、 その 戀人彈 正 宫爲尊 親王 を 長 保 四 年 六月 十三 m に 失 ひ、 「夢よりも はかなき 

和 泉 式部 日記 
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世の 屮を歡 きつ k 明かし 暮」 して ゐ たが、 故宮の 一 週 忌も濟 まない 同 五 年 十日 あまりの 頃、 故 宫の同 母 弟 帥せ： J 敦 

迸 親王の 戀を受 入れた 事に 筆 を 起して、 宫 との 戀愛 生活 を 書いた もので、 翌寛弘 元年 一月に 終って ゐる 僅か 十一 ケ ：！： 

足ら すのもの であるが、 こ、 に 兑られ る もの は 王朝 貴人の 以て 理想と した 藝術 美、 情趣 美の 世界で あり、 それに 生活 

す る 感激と：， m 分 の 生活で ある。 

式部の 傳記 を說く 前に その 系譜 を 尊卑 分脈と 扶桑 拾 葉 集所牧 のとから 抄出して 見よう。 

先づ 分脈に は 

「敦敏 


實賴— 


—頼忠 —公任  §1 也 

l#^^«T,^? 上東門院女房^^人 

I  一  s,-^  $^  r^JJ 實越前 守大江 雅致 女 云々 

實資  母 越 中 守 平 保衝女 

懐 平 ^ 經通 

—资平 

—資高 

I 资頓 

I 經任 

I 良 圓 

——女子 或 人 云 g 中守大 >;;! 雅致 女 云々 

和  <; ェ寸？ K 任 S 子 


拾 葉 集 所牧ハ もの に は： 


—大 宰大 K 母 越 中 守 平 保衡女 


而 して 中古 歌仙 三十 六 人傳に 式部の 傅 を 述べて 云 ふ。 

和 泉 式部 越 前 守大江 雅致 女、 或 說權中 納言懷 平 卿 女 云々、 母 越 中 守 平保衡 女、 太 皇太后 宮昌子 御^ 母、 號 介- s: 侍 

和 泉 守 橘 道貞爲 妻、 仍號和 泉 式部、 童 名 御 許 丸、 上 東 門院 女房。 

以上に よって 式部の 父に 就いては、 藤 原 懷平說 (§i)、 和 泉 守資任 @ 及び 資 高の 養女 說 (籠，) が あるが 何れも-ザ 伏 

りで、 猶越 前守大 江謹說 (藝 si 籍， ■  pii) を 採る べきで ある。 從っ て 王朝 初期の I 大江音 人 の 

裔で、 匡衡、 爲基、 公資 等 皆との 族より 出て ゐる 事實 から 式部の 文才の 由来す る 所 も 知られよう。 母 は 以上の 記錄 

殊に 歌仙 傅に よって、 平 保 街の女で、 冷泉 院 皇后 昌子內 親王の 御 乳母で、 介內 侍と 號 したと 知る が 只 こ 4 以 タに头 

る^も ない。 叉 御 乳母と 云 ふ點に 就いては 疑 はれて ゐ るが、 昌子內 親王 (lf§ 嚕 に 仕へ た審赏 は、 その 失卽 

ち 式部の 父 雅致が、 長 保 元年 九月 前後 太 皇太后 宮 昌子內 親王の 大進 であり (§ 右)、 式部の 夫 卽ち橘 道貞が 恐らく 式部の 

父の 闘 によって、 權大進 を 兼ねた と 思 はれる 事 (grts) 及び、 この 冬 御 不例 中の 昌子內 親王が 三條宮 より 所 近き 大進 

雅致の 宅 (實 は道貞 の三條 宅で あるが) に 出 でられ、 そこでお かくれ 遊ばされた 事 (I ほ k 一 S1 月- B) 等を考 ば 略" 肯 

定 される。 そして 式部 は 母と 共に この 宮に 過した。 と 言 ふより は 式部と 言 ふ 女房 名より しても、 後に：： i 子內 親王 を # 

a- と 呼ばれた 彈 正宫、 同 母 弟 帥 宮の寵 を 得た 事より 思っても 寧ろ、 この 昌子內 親王に 仕へ たと 兑 るべき である。 ... ^お 

名 は 父の 當 時の 官名から 來 たもので あらう。 

式部の 生年 は 全く 不明で ある。 唯 その 經歷 から 推測して、 先づ天 fi 前後 頃 かと 思 ふに 止まる。 御堂 關白記 (S^M お 一一 一) 

。し によると 父 雅致 は 木工 頭 越 前 守に 任ぜられ、 且つ 道 長に 親しく 恩顧 を 受けたら しい 事 は、 その 註 「有 n 本司ハ 勤 レ-^ 

和 泉 式部 日記 
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度々 依レ奉 TT 仕 造宮？ 仔レ 之」 によって 知られる。 後、 式部が 道 長の 女、 卜： 東門 院彰 子に 奉仕した 现. E の 一 つも 旣 にこ 、 

に；： ルられ るので あって、 只、 彼女の 文才に のみ その 奉仕 理由 を 置く S はどう かと m ャ弋〕 

ぎがの 名 は、 和 泉 守 道貞の 妻と なった からであって (SSPJS や。 s 酽 3、 道 貞は S 保の 初-: S より、 その 末た 牛まで 

和 泉 守であった かと m 心 はれる (jg^i ほ〉 や 511 一た r 正 ggSi 一)。 が 式部との 戀愛 成立 期 は、 彼が 前記 太 皇太后せ 植大 進と し 

て 式部の 父大 進の 下に 役 を 奉じて ゐた 前後と：：^ るの が穩當 であらう。 そして 道 寅の 役た る權大 進と、 式部が その 妻と 

なった 事に は 何か關 係の あった 事 は 否めない。 

逬桌 との 間に は、 

大 江山い くの 、野 は 遠ければ まだ ふみ も 見す 天の 橋 立。 

ハ； f| が 有名な 小 式部 內侍を 儲けた にも 拘ら す、 ^れ るに 到る ので あるが、 ^良 は 武骨 ー點 張りの 荒々 しきもの ではな 

く、 陸 奥 守に て 下った 時、 たけく まの 松を梳 ゑた 風 人で あり、 迸お に 愛せられて ゐ る^な ど を 思へば、 ^れ るに 到 

つ た 資 は 當然 式部 の 性格 が 負 は な け れ ば な ら な い も の で ぁ る 。 彼女 の {¥禁 ( 九 ) 及 び 俾說 に よ れ ば 夫 の へ も 下 

つたら しいが、 ロ3 子內 親王の 許に 育った 式部 は K 舍 生活に 甘んじなかった のか、 鬼 も e 京に £5 り、 彼女 を 廻って 多く 

の 異性が 第り、 道 貞の子 を 生んだ 時 すら、 その 親に 就いて 鬼 角の 噂が あった (錢 集)。 此 等の 異性の 中 彼女 Q 心 を^へ た 

の は、 若くて 美しく 且つ やん ごとな き爲尊 親王であった。 

冷泉 天皇 第三の 皇子で、 三條 天皇の 同 母 弟彈正 尹爲尊 親王 は 御 性質 「 かろくお はし」 「御 かたちのう つくしげ さは は 

かり もしら， f か やくと こそ は 見えさせ」 (,) たが、 贵 公子の 例に！^ れす 「色めかし うお はしまして よる 夜な かわ 


かぬ 御 ありき」 (f£?f ほ ま，」) された 方であった。 式部が 宫の寵 を 受ける に 到った の は、 前に 述べた 昌 子內 親王が 御 

繼 母に 當ら せられる こと を 云 へ ば 足りる が、 宮が 精神的に 御 不遇で あらせられた 事も考 へなければ ならない。 家 築 0« 

上) によれば、 宮の 御殿に 上って 籠 を 受けて ゐた。 が 彈正宫 との 關係は 長く 繽か. f 「あさまし かりつ る 御よ あるきの 

しるしに や」 、； > 宮は長 保 四 年 六月 十三 m 御 年 二十 六で^ ぜ られ、 榮華 物語の 語る 正妃 (gfg 伊； 一 御 出 (豕の 悲劇が 

ある。 

式部の 傷心 は 大きく、 唯 夢よりも はかなき 世の中 を 歎きつ、、 無聊の 獨居 をつ ぐけ てゐ たが、 翌五 年の 橘の 花香る 

月 十：！： 餘 りのある 日、 故 彈正宮 に 仕へ、 式 I？ も 見知りであって、 今 は 故宮の 御形兒 にと、 せ；： の：：！： 母 弟 帥せ！ 1 敦道 親王 

に參 つ て ゐる小 舍人意 の 訪§ ^を 受けた" こ の 衆 は帥宫 の 命 を 受け て、 式部の 許に 橘の 花 11 昔の 人の 袖の "^ぞ する— 

—を 持って来 たので ある。 式部 は 

かをる 香に よそ ふるより は 郭公 聞かば や 同じ 聲 やした ると、 

の 返歌 を以 て 宫を！^?:§ ひ 、 宮亦. 

同じ 枝に 鳴きつ、 をり し 郭公 聲は 變らぬ ものと 知らなん 

と 此に答 へられた。 日記 はま づこ k に 始まる。 

帥 宮敦道 親王 は、 御 父 泉 天 皇、 異母 兄 花 山 天皇、 同 母 兄爲尊 親王の 御 血 を 承 けられて、 才藻に 惠 まれ、 容姿 雙び 

なく、 「世に あり はつ まじ」 (£1 と 自ら 傷心され る 感傷 家で あらせられ た^け、 矢 張 多情に して、 輕々 しい 御 舉動も あ 

つたら しく、 正 妃關白 道隆の 三の 君との 中も絕 えられて ゐた。 

和 泉 式部 日記 
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0 日記 はこの 帥宫 との 交涉に 始まり、 歌の 贈答 後、 間もなく 宮が 式部の 許に 忍んで 入らせられ、 H 明に 托して 15^ へ 入 

ら せられて 契り を 結ばれた。 これ は 四月 十日 餘 りの 頃で (1) 彈正宮 の 一 周忌 も濟 まない 頃で ある。 更に 頻りに 歌の 跗 

答が あるが、 宫は 流石に 世評 を 憚られて、 せめて 「故 宮の御 はてまで はいたう そしられ じ」 と愼 まれ、 ば 、「いと ねん 

ごろに 4 ぼさぬ ぞ」 と 恨む 式部であった。 これより 宮の 式部への 愛 は 急速に 進み、 この 年末 頃宫は 式部 を 南院に 引取 

られ てし まひ、 一 一度 目の 正妃、 大納言 濟 時の 中 君は宫 の南院 より 小 一 條の 祖母の 許に 歸られ る 迄に 到った {||)。 日記 

はこ、 で 終って ゐ るが、 式部の 求めて 止まぬ 愛欲の 生活に 終始して ゐる。 當時宫 は 二十 三 歳、 式部 は 自ら 「老いた る 

足」 と吿 白して ゐる 如く、 せ； I より は 可成の 年上であった。 宮と 式部との 交渉の 端緒 は 日記の 說く 所で あるが、 榮華物 

語 初花 は 

和 泉 をば 故 彈正宫 も いみ じき ものに 思したり しかば かく 帥宮も うけば りお ぼすな りけ り 

と： 語って ゐる。 道 貞と絕 えたの はこの 前後の 事で あらう。 夫大， 江医 衡 と共に その 任！： rsJJ 張に 居た 赤染銜 門 は、 歌 を 贈 

つて 式部 を 責めて ゐる。 小 式部 內侍は 母の 手許に 引き取られた。 帥宫 との 關係 はこの 日記と その 終り を 一 にして ゐる 

ので はない。 何故なら. は、 寬弘 元年 春の 事 か、 帥宮は 式部 を 伴れ て、 白 河の 公住の 家に 花 兄に 行かれ、 公任と 歌 を 贈 

答され てゐ るし き s)、 大鏡卷 五 ゃ榮華 物語 初花 卷 (SIM!f ) の 云 ふ 帥宮が 式部 を 同 単 させられ、 祭の かへ さの 

昆物 をされ て 評 刹 になった の は、 この 春の 事と 思 はれる。 

然し 式部 は 又 この 宫をも 失 はねば ならなかった。 宫は寬 弘四年 四月 十二 日、 太 宰帥三 品で j ^勺せられ た (g§;J;l。 式 

部に は 心の 痛手 深く、 情熱 的な 彼女 は 尼に さ へ ならう とした 程で 流石の 彼女 も 一 年の 喪に 服したら しく 思 はれる。 
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かう してやが て 式部 は 召されて 中宮 彰 子に 奉仕し、 後、 藤 原 保昌の 妻と もなる ので あるが、 これ も 結局 失敗に 終つ 

た。 猶 式部に 通った 人々 に は、 幾多の 殿上人 や 道 命の 如き 僧 さへ も數へ 得る ので ある。 

小 式部 は內 大臣 敎道 (1^,1® や 左 兵衞督 公成 の 子 を if^ むので あるが、 これ も 母に 先き 立って しまった。 式部の 晚 年の 精 

祌 的の 打 擊は 可成 大きい ものが あった。 

式部に 就いては まだ 云 ふべき 多くの 事が あるが、 今 はこ、 で 一 先づ打 切らねば ならない。 

最後に 式部の 性格 及び 愛欲の 生活 を 一 瞥 すべきで あるが、 それに は 彼女が 殘 した 千 五 百 首に 垂ん とすろ 歌 を 眺めた 

後でなければ. ならない ので、 限られた 頁に 於て 能くす る 所ではないが、 只古來 式部 程 毀譽褒 の If 中に ある ものな く、 

1 は 愦の激 する ま、 に 愛欲、 情痴の 世界に 狂奔した とする もの、 一 はこれ を駭 する もの、 囂々 今 摘 卞| きる ^なく 繰 返 

されて ゐ るので あるが、 何故 彼女 の殘 した 歌の 殆ど 全部が 哀調 を帶び た 悲歌 であるかと 云 ふ 事 や、 何故む く つけき と 

云 はれた 武士に： 冉 嫁して 丹 波まで 下る に 到った かと 云 ふ 事 や、 彈 正宮、 帥宮と 巾せば、 如何にも 容姿と：. ムひ、 御身 分 

と 云 ひ、 才藻と 云ひ當 時に 雙び なき 御 方であって、 式部に とって は、 お ほけ なく も 理想の 御 方であった 審は論 を 待た 

ない が、 式部 自身 は、 家門、 權 貴が 權威を 逞しう した 王朝に 於て 悲しく も 

「何の やん ごとな き 人に も あらす  たれ も 人 一、 あまた 通 ふ 所な り」 

と 下賤と 不評に 包れ て ゐた事 を考へ て、 もう 一 度 見直 ほさるべき ではなから うかと 云 ふ 事 を 述べる に 止る" この 下賤 

と 不評と を 以てして、 矛盾 を 孕む 王朝 時代の 結婚 制度 を脫却 せんとした 所に 彼女の 所謂 11 後世の 云 ふ 11 情の 激す 

る ま、 に 狂奔した と 呼ばれる 生活が あつたの では あるまい か。 

和 泉 式部 日記 
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とまれ 旣に 見た 如く、 この 日記 を 通じての み 見る もの は、 王朝 人の. 幾した 所謂 王朝 時代の 氣 分と 趣味に 統一され 

た 戀と藝 術との 渾融の 世界であって、 この 氣 分に 陶醉 する 世界が 更級 日記の 著者の 抱いた 夢幻への 世界で あり、 この 

情趣の 動く 所に、 物の あはれ が 見出され ると 思 ふ。 

和 泉 式部 日記 一 卷は、 處々 に寫 本を殘 すが 先 づ大體 二 系 銃に なり、 一 は 京大 國文學 研究 窒藏の 所 誚應永 本 11 奥 書 は 

于時 應永廿 一 年 孟春 日 書 之  . 

權 大納言 從 1 一位 爲尹刺 

11 系統の もので、 二三の 現存の 寫本 及び 流布本 はま づ この 系 銃に 屬し、 他 はこれ と は 全く 異本 的 立場に 立つ 三條西 

家 本で ある。 

註釋 書と して は 古い ものな く、 帝 闻圖書 館に ある 「和 泉 式部 物語 標目」 は 見るべき ものた く、 近く は 與謝野 晶子 氏 

や 竹 野. お 次 氏の ものが あり、 全譯 王朝 文舉 叢書に も收 めら れてゐ る。 

紫 式部 日記 

この：！： 記 ニ卷は 源氏物語の 著者、 紫 式部の 著で ある。 又、 「紫 日記」 (gFg 翻き。 沙)、 「紫 式部」 (翻 g 名)、 「式部が 日記」 

(I 稀抄) の 名が ある。 

式部が 夫宣 孝の 死後、 官廷に 仕へ てから ものした もので、 一條 天皇の 寛 弘五年 七月、 上 東門 院彰 子が 御 懐妊の 爲、 

退出して ゐられ る 頃の 秋の けが つ 土 御門 殿の 情趣に 筆 を 起し、 皇子 敦成 親王、 後の 後 一 條 天皇の 御 降誕と それ を 


めぐる 種々 の 儀式の 事、 外祖父 道 長の 喜び、 十月に は 土 御門 邸へ 行幸が あって、 淨土も かく やと 思 はれる 御遊の あつ 

た 事、 中宮 彰子 御參內 と共に 式部の また 宮中 入り をす る 事、 十一月の 五節の 舞 姬ゃ賀 茂 臨時 祭の 事、 大晦日の 夜宮 中 

に 追 刹の あった 事、 翌六年 正月の 御 戴 餅の 事、 道 長に 挑まれた 事 等あって、 翌七年 正月 十五 日、 三宮 五十 m の 御 儀の 

事に 終って ゐる。 

然るに、 寬弘广 、年 正月の 御 戴 餅の 記事の 後に、 曰記體 とは異 つた 文勢 を 持った 隨筆體 の 部分が ある、 これ は 同 の 

女房の 批評 を 中心として、 當時 宮廷 搢紳 間に 評判 高き 和 泉 式部、 赤染銜 門、 淸少納 言に 對し、 殊に 和 泉 式部と 淸小納 

言に は、 忌 悼た き 辛辣な 鋭鋒 を 向けて ゐる。 次に 自己の 事 及び 主上が 源氏物語 を御覽 にな つ て 、 これ は 日本 紀を 讀ん 

だ 者の 作で あらう、 文才が あると 仰せられ たので、 日本 紀 局と 綽名の 附 いた 事 や、 人目 を 遠慮して 中宫彰 子に 樂府 を 

敎へ 奉った 事 や、 父爲 時が 兄 惟 規に史 記を敎 へて ゐ るの を 側で 請ん じて、 父が 式部の 男で ない の を 歎じた 事 等 自負め 

いた 事が 書かれて ある。 この 隨筆體 の 部分 は、 日記 文に 攙入 された ものであって、 且つ 式部が 親しい 間柄の 或る人に 

送った 消息文で あると 云 ふ 說は疑 はれまい が、 その 相手が 娘大貳 三位で あるか、 友人で あるか —— 式部に は隨分 親し 

い 友人の あった 事 は、 日記 や 家集の 示す 所で あるが —— の 兩說に 就いては、 猶考 ふべき 餘 地が あると 思 ふ C 

又との 曰 記 は 二 卷ニ册 であるが、 完本で なく 抄錄說 (s)、r し漏說 (11)、 原形が 旣に零 本であった らうと する 說 .(1 鼓、 

11) 等が あるが、 今の所 何れも 臆說に 止る。 

この B 記 は 著者が、 源氏物語の 作者で も あり、 かたぐ 古くより 愛讀 されたら しく、 傳信實 筆の 「紫 式部 日記 綺卷」 

1 の詞 書の 筆者が、 後 京 極良經 であると すれば、 錄倉 初期の ものであるし、 义旣 にこの 書の 記事が 榮華 物語 初花 卷、 宽 

紫 式部 日記 
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弘五 年の 條の 粉本に なった であしう こと も 周知の 事實 である。 

この 日記 を 通じて 見る もの は、 勿論 式部の 性格と か、 m あ 想と か 云 ふ もので なければ ならない が、 亦、 當 時宫乇 一 こ， 於 

ける 言語、 儀式、 風俗、 信仰 等の 研究に は缺 くべ からざる 资料 である。 資料 的、 風俗 的な 觀 點 よりの 考察 は、 他：：： の 

機 を 待つ が、 こ.^ では 聊か 式部の 閱歷 に觸れ て、 この 日記 を、 そして 出來 得べ くんば、 不朽の 傑作 源氏物語 を むに 

到った 式部 の內面 的な 精神 に 少しで も 觸れて 見たい と 思 ふ。 

式部の 家 は、 藤 原 良 門 (tl) の裔 である。 矢 張 この 家に も舉 問の 達者 多く、 曾祖父 兼 輔は延 喜の 歌人で 貫 之 等と 親交 

深く、 世に 堤中納 言と 稱 せられ、 家集 一 卷を殘 し、 祖父 雅正、 その 弟淸 正、 叔父 爲賴等 も その 歌が 勑 M; 集に 載せら- 

てゐ る。 

尊卑 分脈に よって 式部の 系圖を 見る と、 (抄 要) 


冬 綱— 
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式 商の 父爲時 は、 碩舉菅 原文 時に 學んだ 儒者で、 本朝 匿 藻 集に 詩作 を tf して ゐ るが、 又 歌人で もあって、 後 拾 遣、 

新 古今 築 共に 歌が 載せられて ゐる。 爲時は 一條 天皇より、 夙く 學才を 認められ、 ； W て 越 前 守 を 望んで、 IS 眉 盛に 先ん 

じられ、 悲歎の 餘り 奉った 詩句の 

苦舉冬 夜 紅 淚霑レ 巾 除 目舂朝 蒼天 在， 眠 

なる 文句に 天皇の 御感を 蒙り、 越 前 守に 任ぜられた 說 話も悔 はって、 今昔 物語 集、 今 鏡、 十 訓抄、 木 朝通鑑 (li- 一一た や.' 

にも 採られて ゐ る。 爲 時は攝 津守爲 信の 女と 結婚し (11)、 惟規、 紫 式部 を擧 げた。 その外に 惟通、 { ル邏が 知られて ゐ 

るが 生母 は 明かで なく、 又 家集に よれば 式部に 姉 もあった 様で あるが、 これ も詳 かで ない。 

兄 惟規も 歌人で、 後 拾 遣 以下 觔撰 集に 多くの 歌を殘 し、 宫 は少內 記に 任ぜられ (糊 連 は， 保 六)、 义兵 部丞 弘 f- おにな 

つて ゐ るが、 父の 任國 越後に 遊んで 病 を 得、 その 地に した。 臨終の 床に、 僧の 勸 むる 念佛を 担み、 中 有に 迷 ふと も、 

紅葉の 風に 散る 野、 尾花の そよ ぎに 鳴く 虫の 昔に と、 情趣に 執着した 話 は、 彼の 性格 を 窺 ふに 充分つ-あって、 式部 も 

多分に この 氣分を 具有して ゐ たと 思 はれる。 式部 も 父の 任地 越 前に 下った 事 もあった が、 後、 藤 原宜 孝の 戀を受 入れ 

てこれ と 結婚した。 それ は 長 保元ギ 頃で、 當時 式部 は 二十歳 を 少し 越えた 位で あり、 宜 孝より 約 二十歳 前後 或は 其れ 

以上 年 T であった かと 3 心 はれる。 宣孝は 矢 張 式部と M 族 で I . 前 揭 系圖參 i;  11 且つ 父爲 時の 母 は 宜 孝の 曾祖父 定方 

の 女で あり、 道 長の 知遇 を^て ゐ たらしく、 御堂 歸白 記に 其の 名が 現れて 來る。 式部 は宜 孝の 戀を 喜んで 受 人れ たの 

ではなく、 家集に よると 寧ろ 担 絶して ゐ るが、 {t; 孝の 執拗に 訴 へる 熱情に ほ だされた ので あらう。 宜 孝に は 當時旣 に 

二三 人 程の 妻妾が あった。 

紫 式部 n 記 
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女 は 男に 見 ゆるに つれて こそ、 悔しげ なる I も、 めざましき W わ ひも、 おの づ から 打 交る ものな めれ 11 源氏 物 若 

菜 上 11 

と 喝破した 式部が、 この 宣 孝に 容易に 許す 害 はない が 

いと さかし く 身 固めて、 不動 陀羅尼 讀み 印つ くりて 居た らん も し 11 1 11 

と觀 じて ゐる 彼女 は、 恐らく 父な どの 勸め もあって、 宜 孝に 從 つたので あらう が、 一 日； 嫁した 式部 は、 妻と して 如何 

に 貞節で あつたか は 今更 說 くまで も あるまい。 宜 孝との 問に 一女 賢 子 を擧 げたが、 宜孝は 長 保 三年 月 卒した- 

これより 式部 は 夫 を^び つ、、 つ、 しま やかな 母と して、 賢 子の 養育に 日 を 過した。 源氏 物. おはま づ この 寡婦 生活 中 

に 筆 を 染めた と 云 はれて ゐる。 そ の 作者と して 旣に名 を 成して ゐ た 式部 は 、 常時 才媛 の 集って ゐた中 {a 彰子 に 召され 

たので あるが、 こ の 宮 仕へ にも 式部の 心 は 進まなかった ものである 事 は、 日記の 虔、、 語る 所で あるが、 父 爲時ゃ 亡夫 

宣 孝が 恩觀を 蒙った 道 長の 懇情 もあった が、 寛弘四 年末 頃 宮中に 入り 中宫彰 子に. 仕へ たので ある。 

數 なら ぬ 心に 身 をば まかせね ど 身に 從ふは 心なり けり 

の 歌 はこ の 時の 心境で あらう。 されば こそ 宮中に 入っても、 寂寥と 哀愁と は 彼女の 心を驅 つて 常に、 大作 源氏物語の 

完成に 精進せ しめたの であらう と 思 ふ。 翌年 七月から 筆 を 起した のが この 曰 記で ある。 

この 曰 記の 作者の 性格 は、 著しく 反省 的で あり、 態度 は 消極的で あると 思 ふ。 常に 自己 を 顧みて、 つ 、じ を 失 ふ 

こ と を 極度 に 恐れ、 紫 上 を 以て 女性の、 空 蟬 の 如き を 以て 寡婦の 理想と する 如き 態度 を以 て 生きて 行つ たと 思 はれ る 

日記の 到る 所に 見える 寂寥 の 感じ も、 源氏物語に 見える 批評 的 態度 も f に そ の 由來を 見る ので ある。 

■ .  -  -   I  一一  -  nfBrliajwI.   ,  f  ！ (  --  一  ■ 1 - J-J  j  -  _  ■—■ 響 層  


中宮の 御前に 侍って は 「うき 世の なぐさめに はか、 る 御前 を こそ たづね 參 るべ かり けれ」 と 讚 仰す る is 後 力ら 「う 

つし ひ を 引た がへ たと しへ なくよ ろづ 忘る、 にも かつ は 怪しき」 と 云 ひ、 初めて 宫仕 へした 師走 廿 九日が 來る と、 山 《1 

廷 生活 ェ 「こよな く 立ち なれに ける もうと ましの 身の ほど やと 覺」 えて 

年 くれ て 我 世 更け 行く 風 の 音に 心の中の すさまじ きかな 

と 悲歌す る。 この 心 は 又 御 妊娠に 惱 ませら る、 上 東 門院が、 その 御 惱みを 「さりげな くもて かくさせ 給」 ふ 御 態度 を 

讚美す る 心で も あり、 同時に 五節の 童女が 、「曇りな き晝 中に 扇 も はかばかしく 持たせす、 そこらの 公達と 立ち まじり 

たるに、 さても ありぬべき 身の程 心 もちひと 云 ひながら、 人に 劣ら じと あらそ ふ 心地 もい かに 脇す らんと、 あいなく 

かたはらいたき ぞ かたくな しき や」 と 難す る 心で ある。 作者の 庶幾す る 世界 は、 現實 そのもの ではない が、 勿論 この 

現實の 世なら ぬ もので なく、 理想と して あるべき もの を 現實の 上に 見出し 得る 世界で あつ て 、 卽ち殿 の 三位の 君 (n) 

が、 つ 、しみ を 忘れぬ 態度に て、 「お ほかる のべ にとうち 誦 じて 立ち 給」 ふさ ま を、 「物語にほめたる男」と見、辨の^^ 

相が、 「获、 紫苑 いろくの 衣に 濃き こうちぎ 上に 着て 額 は 引 入れて 視の莒 に 枕して」 寐 たる 容態 は、 「繪に 書きた る 

姬 君の 心地」 して、 我 しらす その 口 覆 ひ を 引 やりて 、「物語の 女の 心地 もし 給へ るかな」 と 物 狂 ほしき までの 態度 を敢 

へて して ゐる。 この 情趣と 美的 幻想に 與奮 する 刹那の 世界 こそ 彼女の 庶幾した 世界で なければ ならない。 この 幻想の 

世界の 破れる 事 を 常に 恐れる 心が、 消極的と 云 はれ、 反省 的と 評される 式部の 態度 を 決定して ゐ るので は あるまい か 

と 信じる。 從 つて 渡 殿に 寐 たる 夜、 道 長に 挑まれた 時、 戶を あけなかった と 云 ふ 日記 中の 記事 を 以て、 直ちに 式部の 

^ 貞節 を 云々 する 古来の 說は、 必 しも 肯綮に 中れ る もので なく. 式部 自身、 「恐し さに 音 もせで 明した る」 と 云 ひ、 「あ 

紫 式部 日記 
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けて はいかに くやし からまし」 と 歌つ てゐる 如くで ある 以外の 何物で もな く、 かくて こそ 幻想に 生きた 式部の 眞 面目 

が あると 思 ふ。 前揭 「年 くれて」 の 歌な どの 心境 もこれ を 裏書す る もので あらう。 

この 精神 は 叉更級 日記の 著者の 精神へ 驚が り を 想 はせ るので あるが、 式部の 理想と した 美的 世界 は、 更 級の 著者の 

如く、  ^^^？？ゃ話にょって夢兌たこの世ならぬものでなく、 現 實の世 を 知り 盡 した 後に ゆ」 幾した 現赏 にあるべき， 界で 

ある e これ こそ 現實に 直面して 「光源氏ば かりの 人 はこの 世に おはしけ り や は。 薰大將 の 宇治に 隱し すゑ 給 ふべき も 

なき 世な り。 あな 物 狂 ほし」 と 叫んだ 更 級の 著者の 少女の 如き もので なく、 その 中に 人生の 實相を 見出して、 そこに 

無限の 懷 しみと 溫 みと を 感じた ので ある。 卽ち、 式部が 見、 式部が 描いた 道 長 は 官位と 權カを 極めた その 人でなくて、 

赤裸々 な 人 問 道 長であった。 

「せ 3 の 御て 、にて 麿 わろ からす、 磨がむ すめに て宫 わろ くお はし まさす、 母 も 亦 幸の ありと 2 心 ひて 笑 ひ 給 ふめり- • 

••」 

を 道^の 傲慢なる 自負と 說くは 人 性 を 解せ ぬ ものと 云 ふべ く、 上 is- 門院の 生み 奉った 若 {a を 抱き 奉って 、 御 3^ に濡 

L  、 

JSC  . 

「あはれ、 このせ n の 御し とに 儒る \は 嬉しき わざ かな、 こ の 濡れた る あぶる こそ 思 ふやうな る 心地 すれ」 

と 自ら 紐 解きて、 几帳の 後に あぶりつ 、笑み まける 道-おに こそ、 吾々 は榮 華や 大 鏡の 描く" 1 爛たる 綺卷 物の 主人公 道 

長に は 感じられない 親しみと 敬意 を 感じる ので ある。 かう した 觀 i 一の 態度 はまた m 記卷 頭の 化， の 1 5^  、 ひ を 感受す る そ 

れ でなければ ならない。 日記 文に 攙 入され たと 稱 される 隨筆體 の 人物評 論 は、 この 態度が n; 輩に 向けられ たものに 外 
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ならない。 枕 草紙の 描寫 は主觀 であるが、 この 日記 は それ を 通した 客觀 である 所が、 淸、 紫の 性格の 相違 を 表して ゐ 

る もの で.^ らう。 

が、 「和 泉 はけし からぬ 方 こそ あれ、 . 恥 かしき 歌よ みやと は覺ぇ 侍らす」 と 難 じ、 淸少納 一一 一一 n を 、「したり 額に いみ 

じう 侍りけ る 人 •：」 と 忌 悼な き 批評 を 下して ゐる 態度に は、 女らしい 嫉妬 を 感ぜ やに は ゐられ す、 また 同僚との 交 

於て 朗らかに 振舞 ひ 得すして、 尙、 -2： 心に は 「人の 中に まじりて は、 いはま ほしき こと も 侍れ どいで やとお も ほ 

え、 心う まじき 人に はい ひて やく 無 かるべし。 物 もどき うちし、 我 はと 思へ る 人の 前にて は、 うるさければ ものい ふ 

事 ももの 憂く 侍る ：」 と 可成り 自ら 高く 持す る 意識 を藏 して ゐた事 は 知らるべく、 少女 時代 兄より nf く 5,- 記 を晤誦 

したと 自ら 筆に する 事な ども 同様に 見得る と 思 ふ。 

とまれ 式部の 歩んだ 道 は、 現實と ™f 想との 相 刻の 苦惱に 徹する 事に よって、 自分の 運命に 淋しく 堪へ て 行った 寡 

の 生活であった。 吾々 は、 彼女の 大作 源氏物語に 描かれた 種々 の 女性の 性格 を 分析す る 事に よって、 式部の 精 祌化活 

を 知る 助けと なし 得る ので あり、 猶 それによ つて、 式部の 女性、 文擧、 倫理 觀 等を兑 得る ので あるが、 今 は 只 式部の 

精祌 生活 の 考察 に は 當然 源氏物語 も 同時 に考 へられて 來 なけれ ばな ら ない^ を 附言す る だけに 止めよう。 

この 日記 は、 諸傳本 皆、 伏 見 宮邦高 親王 御 自筆 本に よった ものの 系統に 屬 して ゐる。 

更級 日記 

この 口 記 は菅原 孝標の 女の 著で ある。 この 日記 は 何時の 世から か 錯簡が 起って、 解釋し 得なかった 個所 もあった が 

更級 日記 
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6 佐 佐 木 11:^ 綱 博士、 玉 井 幸 助 氏に よって、 定家 自筆の 御物 本が 發兑 されて、 この 本に p?^ りが あつたの を その ま、 書寫 

2 

され、 轉寫 され、 流布され た 事が 明かに なり、 原形に 還り 得た ものである。 日記 名 は、 奥の 

月 も 出で、 閤 にくれ たる 姨捨に 何とて 今宵 尋ね 來 つらむ 

の 歌に 據っ たもので あらう。 

作者の 父 孝檩は 一代の 碩舉 道眞の 五世の 孫で、 代々 文筆の 家で あ. る。 官途 は II 滞して、 晚华に 近い 四十 五 歳の 寛仁 

元年 正月 二十四日、 上總 介に 任ぜられ、 六十 歲 にして 常 睦 介に なった。 この R 記に よれば、 任滿 ちて 歸 京した 後 は、 

全く 世の 交り をせ す、 不遇な 生涯 を 終へ たらしい。 孝 標には 二人の 妻が あつて、 一 人 は 藤 原 倫 寧の 女、 卽ち 作者の 母 

であって、 其の 姉に、 蟒給 日記の 著者 道 綱の 母が あり、 兄弟に 歌人 長 能の あった 事 は旣に 觸れた 如くで ある" 他の 一 

人 は、 上 總大輔 と 呼ばれ、 後 拾 遣に 歌 一 首 を殘す 歌人で、 高 階 成 行の 女で ある。 作者が 父孝標 と共に、 その ii- 國に下 

る 時 は 生母の 手 を 離れて この 繼 母と 下って ゐる。 高 階 家 も 代々 舉問を 以て 聞え て ゐる事 は、 言 ふまで もなから う。 作 

者の 兄 定義 は、 大學 頭、 文章 博士と なって 令名 高く、 こ の 日記に は 「せう となる 人」 と 記されて ゐる。 又 一 人の 姉が 

あり、 作者に 劣らす 幻想 的であった 事 は  - 

「月の いみ じう 隈なく あかき に、 皆 人も寐 たる 夜中ば かりに 緣に 出て ゐて、 姉なる 人 空 をつ くぐと 眺めて 『た 

今 行方な く 飛び 失せな ば いか、 思 ふべ き』」 

と 突然 問 ひかけ たり、 風 來の猫 を 飼ひ馴 して ゐる 頃、 病める ま \ に 見た 夢から、 この 猫 を 故侍從 大納言 行成の 女の 生 

れか はりと して、 大切に したりして ゐる事 等に よって 知られる。 如上の 事情 は、 作者の 文 舉的素 |门 へを考 へる 上に 於て、 
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見遁 せない 事で ある。 猶系圖 によると、 兄弟に 安樂 寺^ 當の 僧基圓 と、 生母 及び 名 未詳のお か 妹 カー 人あった 事が 丰 

る C 

記事 は、 作者が、 父の 任 國上總 にあって、 姉ゃ繼 母の 語る 源氏 やその 他の物 語 をき いて、 物語の 世界に 愤懷 し、 等 

身の 藥師佛 に 「京に とく あげ 給 ひて 物語の 多く 候 ふなる、 ある 限り 兒せ 給へ」 と 身 を 捨て 、祈って ゐた 念願 カ卟む 

作者 十三 歳の、 後 一條 天皇の 寬仁 ra 年 秋 九月、 父上 總 介の 仔 て、、 一族 歸京 する 事に 始まり、 京に 着く までの 九十 

日程の 長の 旅路の 思 ひ 出 を 書き、 着 京 後 は、 只管 物語 を讀 耽り、 その物 語の 雰圍氣 の 中に 夢見て i¥」 た 作者が、 やが 

て {41 想裡の 自分に 似るべく もない 現實の 自分 を 追々 自覺 して 行く さま や、 三十 一 一歳に して 宫 仕へ したが 》fe 力の 期間 

で 退き、 その後、 橘 俊 通に 嫁して 子供 を 生み、 爾後 母と して 子 を m 心 ふ 心情 や、 はかなき 人 問と して 未来 を 祈る 爲に、 

石山、 初瀨、 鞍馬、 太秦 等に 籠る 信仰生活 を 記し、 作者 五十 歳の 天 喜 五 年 七 H-i 日に、 夫が 信 濃 守と なって、 ra: 八月 

廿 七日 任國に 下り、 長男 仲 俊 も はれて 行った が、 翌康平 元年 突然 任國 から 歸 つた 夫が、 十月 五日 病 する までの 前 

後 四十 年間に 1 る 事 を、 夫の 死後 筆 を 執って 記した ものである。 從 つて 作者の 記憶の 誤りから、 上總國 より 歸京 する 

途の 地名に 前後す る 所の あるの は 止む を 得ない。 此の 日記の 作者の 傳記 はこの 日記に よる 外な く、 この 日記 は 作者の 

自敍傳 である。 この 日記 を 通じて 兒る 作者 は、 夢幻 的で ある。 姉 もさう であった 事 は、 旣に 述べた 所で、 これ は その 

家の 血 を 承け てゐる 事に もよ らうが、 同時に その 周 圍を考 へねば ならない。 十歲 にして 道の rai- てなる 上總に 下った 作 

者 は、 姉 や i 母の 語る 物語の 美しい 世界に どんなに か 心 を ときめかし、 未来に この 世界が 自分 を 待って ゐて くれる と 

考へ すに は ゐられ なかった。 人目 忍んで 等身の 藥師佛 に額づ いて 物語の 自. H によ まれる 都へ 上させ 給へ と 祈った 作^ 

更級 日記  ， 
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に は、 京へ サ！ 5 くまでの 九十 日程の 苦しい 旅路 も、 旣に 美しい 物語の 世界であった。 竹 芝 寺の 傅說、 ふじ 川の 俾說、 闇 

に 消え 行く 足 柄 山の 遊女、 のがみ の 遊女、 お 1 に-::^ みて、 月影 漏る 一重 葺の 屋极の 下に^す 乳母 も、 この # ならぬ 突し 

い 世界の ものと しか 見えない。 京に 着いた 作者 は、 をば から 贈られた 源氏物語 を耽讀 し、 「一 の卷 よりして、 人 もま じ 

らす、 几帳の 屮に うち 臥して 引出で つ 、見る 心地、 后の 位 も 何 か はせ む。 晝は 曰ぐ らし、 夜 は ni のさめ たる^り」 請 

みて、 物；^^1中の人物になり切って、 現實を 美化して ゐ るので ある。 自分の 姿 を 思って は、 今 こそ 惡 いが 妙齢に なった 

なら、 「容貌 も 限りなく よく、 髮も いみ じく 長くな りなむ、 光る 源氏の 夕顏、 宇治の 大將の 浮 舟の 女 „ ；?; の やうに こそ あ 

ら め、」 と W 心 ひ、 「物；^!gにぁる光源氏などのゃぅにぉはせむ人をハ+に 一 度 にても 通 はし 奉りて、 ^舟の 女^の やうに、 

山&; に隱 しす ゑら れ て：：」 と 願 ふので あった。 勿論 物語に 對 して、 批評 的な 態度で あるので はなく、  s 己 を 物語の 

世界の 人物に g きかへ る 無 邪氣な 少女の 態度で ある。 從 つて、 乳母の 死、 糖 母との 離別 も、 行成の 女 や 姉の 死 も、 感 

傷 的な 心 持で 取扱 はれて ゐる。 

萬灘ー 一年 か、 父が 司 召に 豫 期して ゐた陶 司に 任ぜられす 失望す る 事が あり、 ^:^:ー3^3に移って周圍の淋しき風景に 

心が 向けられて ゐる 事が 注意され る。 この頃より、 作者 は 物語の 世界の 夢 を 破る、 不愉快な 現實 のけ は ひ を 仄かに 身 

邊 近く 感 する。 そこに 動搖 する 作者の 氣 分が 見られる。 治安 元年、 源氏物語 を讀 耽って ゐる頃 「法 華 經五卷 とくなら 

へ」 と吿 ぐる を 夢に 兒 たが、 經習 はむ とも 2 わ ひ 懸けなかった 作者が、 この頃 は、 尼と しんみり 物語 をす る 迄にな つ 

て 来て ゐ るが、 それでも 强 ひて 浮 舟の 女 君の 様な 境遇に ならう とひた むきに 努力して ゐる. こ 、 に蝻蛉 R 記の 作者 や 

和 泉 式部、 紫 式部の. l^j 幾した 世界と 全く 逮っ たもの を 見る ので ある。 長 元 五 年、 作者 廿五 歳の 年、 父が 織に 得た 司 は- 
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東路 遠き.； 國 であった，」 老齢 1  バ十 にして 常 陸に 下る 父.. か 作者に 遣した 言葉 「我も人(：作^^«) も 宿世った なく  ：•」 は 一 

悲哀で あり、 七月 卞三 曰、 住 地に 發っ 父が、 作者と 顏を 見合せ て、 淚を ほろ くと 流して 出る 後 姿 を r 几 送る 心地、 「目ー 

も くれ まど ひて やがて 臥れ ぬる」 と 作者 は 述懐して ゐる" 幼き 日 往来した 東路を 3 心 ひやって、 明くるより 慕る、 まで、 

東 を 遠く 眺めて は、 思 ひ を 父の 任 國に馳 せて、 過す のであった。 これより 漸く 物詣 です る 様になつ たが、 それ は、 物- 

語 を 見せ 給へ と 祈り、 浮 舟の 女 君の 様に 光源氏な どの やうに おは せん 人 を、 年に ニ& にも 通 はせ 給へ と 願 ふので なく- 

只 安 態に 歸る 父と 逢 はせ 給へ と 祈る 現實の 世の 人と なって ゐ る- 淸 水に 詣で 、は、 「行く先の あはれ ならむ も 知らす、 一 

さもよ しなし 事 をのみ」 とむ づ かる 僧 を 夢に 見て、 人知れ， f 心に 深く 刻み、 初瀨に 奉った 鏡に は、 ふしまろぶ rtl 已の 

姿が 映る 夢が ある。 長 元 九 年、 任國 より 上った 父 は、 老衰し 切って、 殘 りなげ に 世 を 3 ャか ばかりでなく、 作者の 實母ー 

とした 二度目の 生活 も、 そこに 暗い 陰が 流れて ゐて、 やがて 母 は 尼と なって 住む 所 を 隔てる に 到り、 老父 は 只 作者.. & 

唯一 の！ と賴む 様になつ たので ある" 父母 共に、 頑な の、 且つ 地味な 十 ：！ 代人であった らしい- 作者に は猶 作者 を 母と •： 

も 慕 ふ 姉の 遣兒 二人 か ある" こ&に 浪漫的の 世界より、 現 實に引 降ろされた 作者の 苦惱 が兑 られ る。 物： お ハ^? ルをこ 一 

の 世に 築くべき-.: a 仕へ も 彼女に は；： 取が 進ます、 父 や 姉の 遣 兒ゃを S3 ひつ、 泣き暮して、 數ケ； で 退出し、 その後 は 全 一 

く 里 居が ちの 寧 公であった。 作者の 仕へ たの は 祐子內 親王で ある。 この頃 作者 は、 夢に よって、 ill 分 は 前世に は淸水 1 

寺の 佛. ほ であった が、 功 德の爲 に 孝標の 子に 生れた 事 を 知る。  < 

作者の 家庭生活が 不幸な ものであった 事 は 今 こ" に 繰 返す 必要 はない" この 現實 と、 作^！^？には現實でしかぁり得なー 

い 暗示 的な 夢と にさ いなまれ、 「思 ひし 事 ども はこの 世に あんべ かりけ る 一；$ どもな り や」 とまで、 自分の 抱いて ゐ たも 一 

更級 日記  ： 
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の は 畢竟 空想 に 過ぎ. なかった 事 を 知り、 「あな もの 狂 ほし」 と 後悔して ゐる。 然し、 幻 的な もの を 慕 ふ 乙女の 如き 純愤 

は、 この 現實の 苦惱の 中に ありつ、 も、 猶內侍 所に 參り、 豫て 念. f る 天照大神 を拜 まんと した 際、 燈^ の 火影の また 

& きの 藤に 見た 「博士の 命婦」 の 姿 は、 ほのかな 夢の 世の 存在で しか あり 得なかった。 この頃、 作者の 身 も 心 もー轉 

期 を 劃して ゐる。 卽ち 作者 は 橘 俊 通と 結婚し、 出產 をした。 それ は 長久 三年 頃より 寛德ニ 年頃まで、 卽ち 作者の 三十 

五ょり三十八歳頃までの_£^-でぁる。 この 前後、 作者に は K かな 初戀 にも 似た 夢の 如き 1 マンスが 唯一 つ ある。 それ 

は ある 年の 十月 初めの 不斷經 の ある 暗き 夜、 右 大辨資 通と ra 季の 品定めに 就いて、 しめ やかに 語り合った 時の 事で あ 

る。 然し 作者 は、 「今 は、 昔の よしな し 心 もく やし かりけ りとの み、」 思 ひ 知り はて、 一 向に 信仰と 母性愛に 生きよう 

とする ので ある。 寛 德ニ年 (年 三十 八) 石山に 詣で \ も、 祈る は 只、 男 仲 俊の 爲 であり、 翌永承 元年に は、 大嘗會 御 

喫の 日に 初 瀨に思 立つ 如き、 全く 物 詣に沒 頭して ゐる。 五十 歳の 天 喜 五 年、 夫 は 信 濃 守と なり、 八月 二十 七日、 子 仲 

俊 を 具して、 任國へ 下る ので あるが、 供の 者が 歸 つて 来て、 人魂が 飛んで 京の 方へ 來た など、 不吉な 前兆 を 知らす の 

であった。 作者 は 恐らく 俳の.^ ひで あらう と考 へ、 只 我 子の 安穏 を 祈って ゐ ると、 翌康平 元年 突然 夫が 任國 より 歸 り- 

問 もな く 病歿して しま ふ C こ 、で 作者 は 過去に 見た 啓示 的の 夢が 皆 心に 甦って 來" 自らの 運命の 豫曾に 外なら なかつ 

た 事 を 知り、 「昔より 由な き 物語 歌の こと をのみ 心に しめで ：： おこな ひ をせ まし かばいと か-る 夢の 世 をば 見す も 

や あらまし」 と 後悔す るので あった。 かくして 作者 は、 多くの 夢 (十 一 の 中 九つ は 自分が 見た もの) の 中、 天 喜 三年 

十月 十三 日の 夜、 はっきりと 見た 彌陀の 姿と 言葉と を 後世の 賴 みとして 生きて ゐる 事に 筆を撋 いて ゐる。 これから 後 

の 寡婦 生活 は 日記に は 記されて ゐな いが、 略" 如何なる ものであった か は 察せられ ると 思 ふ。 以上 は更級 日記の 梗概 


であると 共に、 作者の 精祌 生活の 展 でも ある。 

物語に 憧憬し、 物語の 中の 世界 を 自分の 未来に 描き、 乙女心 を ときめかして ゐた 作者が、 めまぐるし くも 繰 返す 人 

の 世の 悲哀 を體驗 して、 醉 ひもせ ぬ 夢 果敢く 醒めて 信仰の 世界に 入る ので あるが、 更に 晚年 近くに 受けた 不幸な 結婚 

生活の 後 は、 阿 彌陀佛 の 来迎の 夢 を 唯一 の賴 みとして 生きて 行った と 思 はれる C この 夢 は、 乙女 時代の それと は異っ 

て、 可成 はっきりと 作者に 體驗 せられた もので、 その 描寫も 驚く まで 鮮明で ある」 こ、 に 作者の 精神が 浪漫的な もの 

より 祌祕 的な ものに 進んで ゐた 事情が 見出される C これ は 茶して、 この 作者の みが 經驗 した 特殊な もので あらう か。 

否、 この 作者 を 生んだ 時代の 凡ての 人々 に 一般の もので なければ ならない C この 日記 は 夫 俊 通の 死後の 康平 二三 年 問 

の 寂寥の 中に 書いた ものと すれば、 この頃 は、 望 Ss;: のかけ たる 事な じと 歌った 御堂 殿殁 して 三十 年に 近く、 その子 賴 

通 世 を 保って 四十 年、 藤 原 氏 は 今や 一路 崩 壤を迎 り、 東 奥州 亂れ、 この 地 京 また 火 ありて 藤氏の 榮華を 語る 堂塔 伽藍 

次々 に 滅んで 行く。 王朝 中期に 完成した 調和 美、 情趣 美の 文化 また これと 運命 を 共に する。 この 時代 人の 精神 生活の 

展開の 跡 づけ は、 この 時代に 生きた 更級 日記の 著者の 精祌 生活の 跡 づけで あらねば ならない と W 心 ふ C 

成 尋阿闍 梨 母 集 

との 集ニ卷 は、 宮內 省圖書 寮の 蔵で、 近年、 佐 佐 木 信 綱 博士に よって、 初めて 紹介せられ たもので、 最近 雜誌 文擧 

(一 卷二號 I 三號) にも 本文が 揭 げられ てゐ る。 成尋の 母が 年老いて、 我 子 成尋の 入宋の 機に 遭った 前後 及び その後に 於 

3 ける 傷心 を 記した ものであって、 母の 子 を 思 ふ 情で 終始して ゐる" 

成 尋阿闍 梨 母 集 
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成 尋阿閼 梨 は 元亨釋 書に も その 傅が 見えて ゐ るが、 姓 は 藤 原 氏で 寬弘、 長 和の 交に 生れ、 石藏の 文慶に 師事した。 

n 記の 記す 如く、 世に 重んじられ、 宇治 殿 頼 通の 知遇 を 得て ゐた事 や、 うちの 修法に も 参って ゐた 事が 知られる。 夙 

に 、 r 廣に五 ム；： 山と い ふ 所に 文殊 のお はし ましけ る あとの ゆかしく をが ま、 ほしく」 思つ て ゐ たが、 陰師 の 一一 百 葉に 從 

つて、 六十 一 歳 以後に 入宋の 決行 を U ぶし 立ち、 後三條 天皇の 延久ー 一年 正月 1 1 日 請 特蒙天 裁 給 宫符於 木 府隨大 宋闽商 

客歸 鄕巡禮 五台山 並 諸 聖跡 等狀を 公に 上り、 同 三年 十月 十三 R 入宋 宣下 下附を 請 ひ、 同 i: 年 三月 宋 船の 便り あるに 乘 

つて 渡宋 し、 素志の 如く 聖跡 を巡禮 し、 神宗の 勅に よって 太平 與國 寺に 入り、 傳法院 に 住み、 ； t 宗の 六年大 早に 雨 を 

祈って、 善慧 大師の 號を 賜る。 參 天台 五台山 記を殘 し、 かの 地に 命 を 終へ た。 勑撰 集で は詞 花、 新 古今に その 詠を淺 

して ゐ る。 

成 尋の母 は 歌人で、 勒撰 集に も 七 首 見えて ゐる。 その 著た る この 集の 特色 は、 道 網の 母が その 蜻蛉 日記に 於て、 和 

泉 式部 も その 晚 年に 於て、 更級曰 記の 作者 は それによ つて 生きた 母性愛で 貰 かれて ゐる 事で ある。 勿論 この場合、 八 

十に もな つた 老 尼の 筆で あるから では あるが、 素 村に 於て 旣に 述べた 他の 諸 日記と 異 つて ゐる點 が 注意され なければ 

ならない。  . 

記事 は 後冷泉 天皇の 治曆 三年から 起る。 著者に は、 仁 和 寺の 律師と 石藏 の阿闍 梨、 卽ち！^尋のニ人がぁって孝養の 

道 を ，i した 事、 阿闍梨 世に 重んぜられ、 修法の 爲に 宇治 殿に も 參り內 裏に も參 り、 足 を 苗に して 歩いた 事 を 記して ゐ 

る C 

「宸儀 渡.， T 御 菟道橋 1 之 間。 伶人 棹， I 華 船ー泝 n 河 上？ 凡 仁祠之 莊嚴。 事絕 二 于囊 篇？」 (I© 
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とその 盛儀 を 記された 治曆 三年 十月の 後冷泉 天皇の 平等 院 行幸 や、 翌四年 M 月の 天皇の 崩御に も 筆が 及んで ゐる。 

上卷 は、 阿闍 梨が 入宋を 志す に 到った 顚 末と 作者 自身の 感想 を 記し、 下卷 は、 阿闍梨 と^れた 後の R 々の 傷心 を 盛 

つた ものである。  . 

子 を 思 ふ 情 高潮して は、 別れて 行く 子 を 恨み さへ する ので ある。 ^れの 際 淚に額 も 見えす 胸 ふたが りて 物 も 云 はれ 

なかった 作者 は、 

この 人 まことに せんと 思ひ耠 はんこと たがへ じな ど 思 ひし ことの、 あまりに もした が ひて、 か、 る こと もい み じげ 

になき さまたげ なりに し、 

と 云 ひ、 日 を經る ま、 に 後悔し 、「そで を ひかへ て ゐてぞ あるべ かりけ る」 と 泣いて ゐる C この 後悔 は 日記 中に 幾度 も 

繰 返されて ゐる。 老いた 我 身 も 忘れ、 離れて ゐる 子に 復相 逢ん 心から、 月日の 速さ も 羊の 歩みの 如く 思 ふので ある。 

なげきつ 、はかなう すぐる 日數 かなこれ やひつ じの あゆみな るらん 

又 愛する 我 子が 眞の道 を 求めて ゆく ので ある もの を、 我 悲しみ 故に 恨めしく 思 ふ は 子の 爲に 善い ことで はたく、 せめ 

て 我 身の 死なん 事 を 思 ひ、 それさへ 叶 はぬ 事を啷 つて ゐる。 

かの 人の 御た め あしと き、 はべる は、 た^ 身の くるしき にと くしな まし かばと、 思 ふより ほかの ことお も はじ、 そ 

れ につけても 身の いのちの ながさ を 思 ふ。 

菜て は、 とく 死なせ 給へ と佛に 念じる のであった。 

上卷の 末に、 母の愛の 父の 愛に 異なる 事 を說 き、 妊娠 中に 於け る 母の 苦惱 と、 所謂 胎教と 出產 時の 苦痛 をのべ て は 

成 尋阿闍 梨母蕖 


34 


平安朝の 女流 日記 文學 

.H ら のうちに てみ の くるしう、 おきふし もやす うせね ど、 我 身よ く あらんと おぼえす、 これ を みるめより はじめて、 

人より よくて あれ かしと 思 ひねん じ て 、 うまる 、をり のく るし さも & の や はお ぼ ゆる 

又、 ^れて は 人 一 倍 弱かった 成尋を 養育す る 苦し さ を 述べ てゐる 文章の 如き、 未だ その 類 を 見ない。 釋迦の 四面の 門 

の說話 や、 - 若年の 頃經 験した 寂 昭の渡 唐の 事な ども 引いて ゐる。 せめて 氣も 粉る、 かと 嵯峨 野に 遊んでも、 却って 草 

ゃ蟲に 悲しみ を增 すので ある。 そして 

おもへ ども^-ょにたぐひなき心っきたるひとかなとのみ、 うらめしく おぼえ はべる も、 あまりの いのちな がき 身 

はづ かしう ぞ  

よろ づ につけて こ ひしく、 などて、 た いみ じき こ ゑ をいだ してな きま どひても、 ひかへ と^めき こえすな りに け 

ん… - 

と 繰返し 愚痴して、 淚の日 を 過して ゐた 作者 も、 阿闍 梨が 別れの 際に 残した 、「もしい きたらば、 かへ りまで こむ、 う 

せな ばかなら すごく らく を あ ひ 見 をが 見た てまつ るべき」 の 言葉に よって 安心 を 得る 様になり、 ^土に 一 蓮 托生を 願 

ひつ、、 靜 かな 心で 世 を 終へ たらしい C 成尋も 遂に 再び 母に 相 見える 事な く、 彼 地に 歿した ので ある。 

この 集 は、 母性愛に 終始して ゐ るが 故に、 冗漫の 評 も 受けられ ようが、 言々、 人の子 を 泣かしむ る もの あり、 母性 

愛の 文學 作品と して 獨 歩の ものであると 思 ふ。 牧 むる 所の 短歌 七十 餘首、 長歌 一首、 また 王朝 女流 文學 中の 名 玉た る 

を 失 はない。 

作者の 华 齢に 就いては、 日記の 初の 所に 「年 八十に なりてよ にたぐ ひなき ことのは ベれば 云々」 と あり、 更に 下卷 


に 、「むかし 十五 許な りし ほど、 みか はの 人道と いふ 人 わたると て 云々」 と、 寂 昭の渡 唐の 長 保 四 年の 事 を、 十五 許と 

云って ゐる 事に よって、 略" 知り 得る と 思 ふ。 

讃岐 典侍 日記 

この 日記 は、 堀 河 天皇に 奉仕した 讃岐 典侍の 著で ある &t 翻に； 4^JS)。 和歌 色 葉 集 (gg) に 「堀川 院の 日記」 とも ある 

如く、 堀 河 天皇に 奉仕した 典侍が、 嘉承ニ 年 六月 廿日 頃の 堀 河 天皇 御 不例の 事より、 七月 十九 日の 崩御に 到る まで、 

親しく 御 看護 申 上げた 搴を 細かに 記し (M お、 後、 更に 新 帝 鳥 羽 天皇に 召されて、 御卽 位、 大嘗會 等に 奉仕した *；！^ や、 

先帝 追慕の 事 を 記して ゐる 日記で ある。 この 日記に は 改竄 說が あるが、 明證 ある 論で はない。 作者に 就いては、 お く 

源 三位 賴 政の 女と する 說が行 はれて ゐ たが、 これ は 年代の 上で 相容れな いし、 叉、 顯 綱の 女、 ^豫 三位 兼 子と する 說 

もあった が、 最近 玉 井 幸 助 氏に よって、 作者 は顯 綱の 女で は あるが、 伊豫 三位の 妹 長子で ある 審が 明かに された (3 

0 作者の 姉、 ^豫 三位 兼 子 は 叔父 敦 家に 嫁し、 承曆 三年 三十 歳 の 時、 男 敦兼を 生んだ が、 丁度 この 時 降 

誕 された 堀 河 天皇の 御 乳母の 一 人に 選ばれ、 後、 應德 三年 十二月 十九 日、 堀 河 天皇 卽 位の 日、 從 五位 上で 寨 帳に 奉仕 

し (i、IIST 寛 治 元年 四月 十六 日に は贺茂 祭の 使と なり (I 秋)、 この頃 旣に、 父の 官名に よって、 11 岐 典侍と 呼ばれ 

てゐ たらしく (fg 月)、 同 二 年 十二月 十七 曰に は 八十 島 使の 役 を 奉仕して ゐ るが (I 右)、 この 爲か 三位に 叙せられ、 夫の 

官名に よって 伊豫 三位と 呼ばれ もし、 又、 讚岐 三位と 呼ばれ もして ゐ たかと 察せられる。 

作者 長子 は、 掘 河 天皇の 崩御まで、 約 八 年 奉仕して ゐた事 は、 その 日記の 初に、 「：： 八 年の 卷秋 つかう まつりし 程 

講岐 典侍 日記 
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^  ::」 と 云って ゐ るので 知られる が、 作者 長子が、 姉 兼 子と 共に、 堀 河 天皇に 仕へ、 典侍と なって 姉の 蒈 名なる 讃岐 

を 以て 呼ばれて ゐた としても、 何等 矛盾 はない" 典侍と なった 翌年 元且、 御 陪瞎の 職 を 勤め (I 右)、 帝の 格別の 御 .M が 

あり、 御-射 篤き 一大 皇は、 常に 典侍 をお 側より お放しに ならなかった 事 は、 この H 記の 示す 所で ある。 嘉承ニ 年 七月、 

H< 皇御 重態に ならせられた 際、 作者の 上役であった 姉 伊豫 三位 も、 生憎 病中に て、 親しく 御 看護 巾 上げられぬ $r 作 

者 は 姉の 命 を 奉じて 日夜 御 病床に 侍し、 天皇の 崩御に 際して は 素 服 を 賜って ゐる。 內 裏返 出 後、 先帝 御 追慕に 日 を 送 

つて ゐた 作者が、 强 ひて 召されて、 新 帝 鳥 羽 天皇の 典侍と なり、 その 年 十二月  一 n の 新 帝卽位 式に 當 つて は、 また 繁 

帳に 奉仕した。 堀 河、 鳥 羽の 二 代に、 姉妹 相次いで この 榮に 浴した 譯 である (gi^fsij" この 時、 作者 は、 一 度 役 を 

奉じた 姉に、 色々 敎を 受けて ゐる。 以後 十 一 年に 近い 間 典侍と して 奉仕し、 前 朝 同様 讃岐 典侍と 稱 した。 職を辭 して 

後 も、 鳥 羽 天皇の 御 信任 は 厚く、 時々 參內 して 天機 を 奉伺して ゐ るが、 長 秋 記に よれば (SS  一一 £A)、 邪 菊が 取 憑いた の 

で、 暫く 參內を 禁じられ たらしい。 この 精 祌異狀 の 事 は 明かに し 得ない し、 その後の 彼女の 動雜も 知る. e がない り 

この：！： 記 は、 人生に 於て 最も 嚴肅 なる 死と 云 ふ 問題 を 取扱って ゐる點 が旣に 異色で ある。 十 善の 帝王が、 がと 云 ふ 

もの 、前に は、 只 一個の 人間と して 存在され てゐる 記事 は、 淺 薄なる 感傷の 淚と 筆と を遙 かに 超えて ゐる。 作者が 事 

實を こま， に 記して ゐる事 を 冗漫に して 活氣 なしと 評する 前に、 先づ 作者の 透徹した 凝視と 哀傷と を 見なければ な 

ら ない。 掘 河 天皇の 崩御に 際して、 

「 — < たち 思 ひま ゐら せら るら むに も を とらす、 思 ひま ゐら すと 年頃 は 思 ひつれ ど、 なほ を とりける にや、 あれ 

等の やうに 聲 たてられぬ はと ぞ思ひ 知らる \」 
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と 物 狂 ほしき まで 泣き叫ぶ 乳母 達の 前で、 自分 を 反省す る 心 は、 さう した もの を 超えて、 遙 かに 心 深く 淚 する 個性で 

あらう。 

記事 は、 前述の 如く、 嘉承ニ 年 六月 廿日、 天皇 御惱の 事に 始まって ゐ る。 人々 はめ もみた てぬ、 と 仰せられて、 世 

を 恨めしげ に 思 召されて ゐ たが、 七月 六日 頃より 御 心地 大事に 重らせられた。 帝 を 御 介抱 申 上げる の は、 作者 を 加へ 

て、 三人の 女房の みであった C 日暮れる ま、 に堪へ 難げ に 思 召した ので、 かくと 白 河 法皇に 申 上げ、 験 高き 名 |5 が參 

上して、 御 加持が 始められる。 これより 七月 十九 日 崩御 迄、 御 苦 惱が續 くので あるが、 日を經 るに 從 つて 弱らせ 給へ 

る 天皇 を、 作者 は眞心 こめて 御 介抱 申 上げて ゐる。 不可抗力の 運命の 前に、 如何 ともなし 得ない 遣瀨 なさで、 作者の 

心 はしめ つけられて ゐる。 

今 は 耳 も はか しく 聞え すと 仰せられて、 いと よわげ に 見えさせ 給 ふ、 しばしば かりあって、 此度 はさるべき 

たびと 覺 ゆる ぞと 仰せら るれば、 つ、 まし けれど、 など さはお ぼしめ すぞと 申せば、 僧正の さし も かしらより 训 

を 立て 祈れ ど、 其し るし も覺 えで、 心ち の やすます、 まさる 心地の すれば と 仰せら る、：： 

の描寫 や、 御 受戒の 時の 

法 印 參らせ 給 ひ ぬれば、 み 几帳ば かり 隔て、、 御な ほしと りて ま ゐれと 仰ら るれば、 取て 參 りたり、 御手 水考ら す 

ベ けれど、 おきあがらせ 給 ふべき やうなければ、 紙ぬ らして 御手な どの ご はせ 參ら せな どす る程ぞ かなしき、 御 か 

うぶり など 持て 參 りたれば、 する かせぬ かの 程に をし 入て、 御な ほし 引かけ て參ら せた る、 御絲 さ、 むと おぼしめ 

したるな めり、 さ、 ん とせ させ 給へ ど、 御手 も はれ たれば、 えさ、 せ 給 はぬ」 
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の 描 寫は御 痛 はしい 極みで ある。 

病人特有の^！^難しさと、 頑是なき 子供の 如き 我儘 を、 時には 仰せられ るので あるが、 作者 は、 慈母の 子に 對 する 態 

度 を 以て 御 看護 申 上げて ゐ る。 御寢 なされた 夜中な ど、 ふと 御 眠を覺 まされた 時の帝の 御 心 淋し さ を 思って、 彼女 は 

一 人 何時までも、 帝の 御 枕頭に 伺候す るので あった〕 帝も乂 作者の 勞を、 勞 はらせ 給 ひて、 大臣な どが 後から 入って 

來 ると、 おと が來た 様なる 故 注意す る 様に とか、 作者が 帝の 御 側に 添 臥し 奉って ゐる 時、 突然 大臣が 入って 来る と- 

そのま、  でゐ るが よい、  今 朕が 几帳 を 作って やる からと 仰せられて、 御 膝 を 高く して 御隱し 下される。 と のかし こく 

もやさし い 御 心 は、 崩御 後 も 常に 作者の 感激 を 新に して ゐる 所で ある。 

御 受戒 後、 定海阿 闍梨を 御 枕頭に 近く 召しよ せられ、 「經 誦して 聞かせよ、 定 海が 聲 きかむ も 今宵ば かりこ そき か 

め、」 と 仰せられて、 淚に聲 も 出 ない 定 海が、 僅かに よむ 誦經 をき かせられ、 衆 屮之& 糖 佛威德 故 去と 云 ふあたりより- 

「御聲 うちつけさせ 給 ひて、 露ば かり 程 と^こ ほる 所な く、 ゆ ふ-/ \ よませた まふ。 御聲た ふとき あざり の御聲 おし 

けたれ て 聞 ゆ、 あざり もとり わきて、 そこ をし も讀み 聞かせ 參ら せらる、 明暮ー 二の 卷を うかめ させ 給 ふと、 き、 お 

き 給へ る 事 なれば なめり」 の あたり、 哀絶 である。 更に 御 臨終の 描寫 は、 恐懼の. 極みで ある。 作者 はたに 運命の 前に 

ひれ 伏して ゐる 一 個の 人間の 嚴肅な 姿を兑 るの みで ある。 これ こそ 人間の 眞實の 相に 徹した 作者の 悲しみで なければ 

ならない し、 また 物 狂 ほしき 迄 伏し 轉び 泣けない 作者の 個性で あらう し、 先帝の 御 命 n に は、 遊の 程 誠に 堪へ 難げ に 

降る 雪の 中 を も、 必 す香隆 寺に 參ら ねば ゐられ なく、 折に ふれ、 事に ふれ、 先帝 御 追慕に 淚 した 個性で あらう。 上卷 

は 略" こ、 で 終って ゐる。 


作者 は 堀 河 天皇の 崩御と 共に、 一時 退出す るので あるが、 同じく 十月 頃、 同輩よりの 文に よって、 白 河 法皇が 作者- 

の  心 持の  世に  稀な る 事な ど を 聞か せられて、 新 幼 帝に 參 るべき. E の 御內 意が あ つた 事 を 知った。 先帝 御 追 お に = を暮ー 

して ゐる 作者 は、 あさましく、 文 を 讀み逮 へたの かとまで m ャ かので あった〕 この 再び. 仕へ する 事に 就いては、 非常 3 

に 悔み、 無下に 御辭退 も出來 得ない ので 思ひ餘 つた 結 WT 出家 さべ しょうと 考へ るので あるが、 自分で 剃髮 もなら す- 

病 を 得て、 それ をロ實 にとまで 願 ふので あつたが、 十二月の 御卽 位の 寨 帳の 事に 關 して、 どうしても 作者が 奉仕し な 

ければ ならない 事情に 到った。 それ は 日記の 語る 如く、 豫て褰 帳 を 仕 奉る 事に 定められて ゐた 大納言の 乳母が 突然 亡 

くな つた 爲 である。 この 時の 感想 を 作者 は  - 

曰 比 はき \ すぐして のみ 過ぎつ る を まゐら じと 思 ふなめ りと 心得させ 給うて、 おしあてさせ 給 ふなめ りと 思 ふに、 一 

すべき 方な し。  一 

と 云って ゐ る。 親族 も强 ひて 勸 める 出仕で あるし、 飽くまで 辭退 すれば、 我々 にもよ したき 事が、 出来る かも しれな 一 

い、 など X 話しあって ゐる屮 に、 院宣が 傅 へられた。 心に 委せぬ 憂身 を 歎じ、 脱ぐべき 時期 も 待た， f に 喪服 を 脫ぐ悲 一 

しさ を 味 ひつ k、 出仕す る 事に 意 を 決した 作者 は、 自分の 出仕 を 聞いて 喜ぶ 女房 逹を 見て、 怨めしく H わ はすに は ゐらー 

れ なかった ので ある。 十一月 十九 日、 先帝 御 命日に は、 出仕の 仕度に 忙殺されて ゐる 上に、 雪の 恐し く 降る にも 拘らー 

す香隆 寺に 詣で るので ある。 又卽位 式に 褰帳を 奉仕し、 晴れのお 役 を si- しても、 先帝 御 追慕の 念に、 正氣 もな く 我曹ー 

司に 歸 つて 一 人し をく と 泣かす に は ゐられ ない 作者で ある， - 

新 幼 帝に 仕へ た 作者 は 又、 幼 帝より 特に 愛慕 せられた 事が 察せられる が、 作者 はこの 幼 帝 を も、 尊王と か、 植 威と； 
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かに 於て になく、 現實 のま、 人の子と しての 姿に 於て 眺め、 そこに 限りなき 敬愛の 念 を 捧げて ゐる。 「ふれく こ ゆ 

き」 とい はけな き 御け は ひに て 仰せられる 帝王、 御 夜具の 中に、 無心に 御寢 になって ゐられ る 幼 帝、 作者 はぢ つと 心 

に哭 いて 御顏を 寸 つて ゐ るので ある。 帝 は 孤兒で いらせられた のであった。 

作者 は 幼 帝に 仕へ て 見る もの、 聞く もの、 凡て 新しい のに、 我 身の みは 昔ながら の 身で ある 事 を 反^して は、 

よろ づの 人達の、 その かみの 人なら ぬ 中に、 我ば かり ありし 昔ながら の 人、 いかに 結びお きけ る さきの 世の 契りに 

かと、 物の み 思 ひつ けられて、 あはれ しのび 難き 心地す。 

と 記して ゐる。 

殊に、 幼 帝が、 障子の 徵を兒 せよ、 と 仰せられ るので、 作者 はお 抱きして、 朝 がれ ひの 御 障子の 输を 御覽ぜ させて 

歩いて ゐ ると、 

夜のお と の 壁に、 あけくれ 目 なれて おぼえむ とお ぼしたり し樂を 書て、 をし つけさせ 給へ りし、 笛の ねの 押れ た 

る あとの、 壁に ある を 兌つ けたる ぞ哀 なる。 

笛の 音の 押されし 壁の 跡 みれば 過に し 事 は 夢と お ぼ ゆる 

かなしくて、 袖 を かほに おしあつ る を、 あやしげに 御覽 すれば、 心え させ 參ら せじと て、 去げ なく もてなしつ、、 

あくび をせられ て、 かく 目に 淚の 浮た ると 申せば、 みなしり て さ ふら ふと 仰せら る、 に、 哀 にも かたじけなくも 覺 

えさせ 給へば いかに しらせ 給へ るぞと 申せば、 ほ もしの り もじの 事 思 ひ 出で たるな めり と 仰せら る、 は、 堀 河院の 

御 事と、 よく 心え させ 給へ ると 思 ふ も、 うつくしくて、 哀 もさめ たる 心地して ぞゑ まる、。 
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と あるに は 切々 と 人の 胸 を 打ち 来たる 至情 を感 する ので ある。 

耍す るに、 作者 は 紫 式部が 夫宣 孝の 追慕に 生きた 如く、 堀 河 天皇 追慕に 生きた と 思 はれる ので ある。 

この 日記 は、 諸 傳本皆 類從本 系統 を 出る ものな く、 註 釋と云 ふ も 最近 雜誌 國語敎 育に 玉 井 氏の ものが 祸 載され たに 

過ぎない。 これに は  一 二の 寫 本の 校合が 加って ゐる。 
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